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キーワード 散水  自動制御  粉じん  抑制

 
概  要 

 
 
 

 

粉じん低減，熱中症対策などの建設工事における環境負荷を軽減するために施工ヤードなどへの散水は欠かせない．

例えば，粉じん低減対策としての散水は，粉じん発生状況を職員が判断し手動で行っているが，手動であるために夜間

や休日での対応が難しい．また，粉じん低減効果や散水状況の定量データを逐次記録することに手間がかかり，作業環

境を定量的に管理することが困難であった．そこで，粉じん発生量，風向風速，温湿度，気象予報などを自動で取得し

必要に応じた散水を行うとともに，各種データをクラウドへ保存して現場の作業環境実証データとして活用できる散水

自動制御システムを開発した．本報では，トンネル工事におけるコンクリート吹付作業時のセメント系粉じんを対象と

した本システムの実施例と帯電ミストによる粉じん低減効果の実験例を示す． 
 
成  果 

 
 
 

 

 粉じん発生量，風向風速，温湿度，気象予報などを自動で取得し必要に応じた散水を行うシステムを開発 
 トンネル工事への適用からセメント系粉じんの低減効果を確認 
 帯電装置でミストを帯電させることで粉じん濃度の低減速度が向上することを確認 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

x

 図－１ 散水自動制御システムの概要 

 図－２ 粉じん濃度の経時変化  図－３ 帯電ミストによる粉じん抑制効果 
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